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	第10回　協力会社改善事例発表会
	��【テーマ背景】��厚生労働省による平成３０年の労働災害発生状況を公表が発表され、��死亡者数は９０９人（対前年比７．１％減）であり、過去最少となった一方、休業４日以上の死傷者数は１２７,３２９人（対前年比５．７％増）と３年連続で増加となりました。�
	スライド番号 3
	スライド番号 4
	【工事概要】
	【動機・ねらい】
	【改善前】
	スライド番号 8
	落下防止装置製作
	【改善後】　
	ボルトバックを吊り上げる
	【効果】

